
公民館における社会教育講座別の受講生数（平成22年度）

　

*2､*4「社会教育調査」　文部科学省

解　　説

【概要】
平成23年10月1日現在の熊本県の公民

館数は402館（本館194、分館208）であ
る。これを設置者別にみると、市立198
館、町立151館、村立53館となってい
る。
県内の公民館（類似施設を含まず）

が開設した学級・講座数は、平成22年
度の1年間に5,002件、受講者数は
140,518人であった。
受講生を学習内容別にみると、家庭

教育・家庭生活が最も多く、次いで趣
味・けいこごと、体育・レクレーショ
ン、市民意識・社会連帯意識の順と
なっている。

○公民館
社会教育法の規定に基づいて設置さ

れたもので、市町村その他一定区域内
の住民のために、実際生活に即する教
育・学術及び文化に関する各種の事業
を行い、地域住民の生活文化の振興、
社会福祉の増進に寄与することを目的
とした地域社会における社会教育の中
心施設。

　
○青少年教育施設
各種の研修、体育などを通じ心身共

に健全な青少年の育成を目的として地
方公共団体が設置する施設のうち、条
例に基づいて設置され、教育委員会が
所管するもの。現在、少年自然の家、
青年の家、児童文化センターなどがあ
る。

○学級・講座受講者数
公民館（類似施設を含む）が開設し

た社会教育学級・講座への参加者数。
「学級・講座」とは、一定期間にわ
たって組織的・継続的に行われる学習
形態をいう。

○一人当たりの公民館利用回数
　公民館利用者数÷推計人口
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